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1  1ま  し め に

最近 ,特に水田転作園においてわい性台リンゴ樹の過湿
による生育障害とひどい場合には枯死が問題となっている。

福島県においては,わ い性台木としてはM26が主に使用
されている。そこで,新わい性台木の耐水性について昭和
61～63年にかけて調査を行ったので,そ の結果の概要を報

告する。

2試 験 方 法

(1)供試台木

J 昭和61年  CG 10, CG 47, MARK,M26,
マルバカイドウの各台木 1年生苗

21 昭和62年 MARK,M9,M26,マ ルバカ

イドウにふじを接いだ 1年生苗

3 昭和63年  盛岡 2号 ,盛岡 3号 ,コ ホクカイドウ,
マルバカイドウの各台木 1年生苗

12)試験方法

昭和61,62年においては4月初め大型ポットに苗木を植

え付け,61年 には6月 13日 ,62年には6月 15日 より地際ま

でたん水処理を行った。昭和63年においては4月 初め植木

鉢に苗木を植え付け, 6月 28日 より大型ポットに入れ地際

までたん水処理を行った。

3)調査項目
たん水処理10,20,30日 後に生育状況,根部中のエタノー

ル含量,フ ェノール含量,根の酸素消費量,葉中無機成分

量について調査した。エタノールについては,地表近くの

1～ 2mの細根 2夕 を採取し水を加えて磨砕し,ガスクロ
マトグラフにより測定した。根の酸素消費量については,

1～ 2"の細根を 3時間密栓のできる瓶へ入れ,水中溶存

酸素測定法により001Nチ オ硫酸ナトリウムで摘定し, 1

時間当りの酸素消費量を求めた。

3 試験結果及び考察

0)昭和61年度試験結果
根部中のエタノール含量は図 1の とおりで,各台木とも

たん水処理20日後に高くなる傾向が認められた。特に,C
G10に おいて最も高かった。

生育状況,エ タノール含量等により判断すると,耐水性

はマルバカイ ドウ>M26,CG 47,MARK>CG

処理後 日数

図1 根部中のエタノール含量 (昭 61)

10の順で高いと思われる。

2)昭和62年度試験結果
処理日における各台木別ふじの新梢伸長量は図 2の とお

りである。M9,MARKに おいては処理20日後より黄
変落葉する個体が観察された。根部中のエタノープレ含量は

図 3の とおりで,M26,MARKに おいて処理20日 後で
高かった。
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図2 処理区における各台木別お、じの新
新梢伸長量 (昭 62)
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図 3 根部中のエタノール含量 (昭 62,
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生育状況等により判断すると,耐水性はマルバカイドウ

>M26>M9,MARKの り煩で高いと思われる。

③ 昭和63年度試験結果
処理区における各台木の新梢伸長量は図 4の とおりであ

る。盛岡2,3号において処理20日後よりごく一部の基葉
が黄変落葉した。また,盛岡 3号 ,コ ホクカイドウにおい

てごく一部で太めの自い根が発生していた。根部中のエタ

ノール含量については図 5の とおりである。各台木の根の

酸素消費量については表 1の とおりである。マルバカイド

ウ,盛岡 3号において酸素消費量が多く,コ ホクカイドウ、
盛岡 2号ではやや少かった。
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ところで,昭和61～63年に根部中のフェノール含量を,
昭和61～62年に葉中無機成分量を調査したが,両方とも無

処理区に比較し処理区で明らかに含量,成分量が少なかっ

たが台木間において差は認められなかった。

(4)各台木の耐水性

以上 3か年の結果より,耐水性はマルバカイドゥ>盛岡
3号 ,コ ホクカイ ドゥ≧M26,CG 47,盛 岡 2号 >
M9,MARK,CG 10の 1慣で強いと思われる。

表 1 各台木の根の酸素消費量 (昭 63)

注 単位 :02η /夕 (dw)
( ):無処理区を100と した%

4 ま  と  め

調査した新わい性台木はいずれもマルバカイドウよりも

耐水性 (低酸素状態に対する耐性)は低かった。M27が
耐水性が高いという報告があり栽培面での検討が期待され

る。

よって,過湿になりやすい園ではマルバカイドウを台木
に使用するとともに排水対策に万全を期する必要があると

思われる。
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図5 根部中のエタノール含量 (昭 63)

生育状況,エ タノール含量.酸素消費量等により判断す
ると,耐水性はマルバカイドウ>盛岡 3号 ,コ ホクカイド
ウ>盛岡 2号の順で高いと思われる。

試験区 10日後 20日後 30日後

盛 岡 2号 処理区

無処理
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0,6

(658)

1 46

( 100)

069

(74 2)

0 93

100)
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